
朝比奈隆

零
神
戸
の
催
し
物
ご
案
画

錘
日
（
金
）
７
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー

ル
民
音
／
会
員
・
二
五
○
○
円
一

般
Ａ
・
三
○
○
○
円
Ｂ
・
二
五
○

○
円

指
揮
／
ヘ
ル
ベ
ル
ト
・
ケ
ー
ゲ
ル

演
奏
／
大
阪
フ
㎡
ル
独
唱
／
林
康
子

長
野
羊
奈
子
、
林
誠
、
高
橘
修
一

☆
第
九
交
響
曲

晦
日
（
土
）
４
時
唾
日
（
日
）
２
時

神
戸
文
化
大
ホ
ー
ル

Ａ
・
三
八
○
○
円
Ｂ
・
三
○
○
○
円

Ｃ
・
二
五
○
○
円

☆
ダ
ー
ク
・
ダ
ッ
ク
ス

旭
日
（
火
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

Ｓ
・
三
○
○
○
円
Ａ
・
二
四
○
○
円

Ｂ
・
一
八
○
○
円

★
永
井
浦
雲

過
日
（
水
）
６
時
半
神
戸
文
化
中
ホ

ー
ル
Ａ
・
一
八
○
○
円
Ｂ
・
一
五

○
○
円

★
第
九
交
響
曲

八
音
楽
Ｖ

☆
甲
斐
バ
ン
ド

３
日
（
月
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

Ｓ
・
二
五
○
○
円
Ａ
・
二
○
○
○
円

Ｂ
・
一
六
○
○
円

☆
カ
ラ
ベ
リ
・
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

５
日
（
水
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

Ｓ
・
三
八
○
○
円
Ａ
・
三
○
○
○
円

Ｂ
・
二
五
○
○
円

☆
エ
ン
リ
コ
・
マ
シ
ア
ス

７
日
（
金
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

民
音
／
会
員
・
二
五
○
○
円

☆
泉
田
肇
ナ
ポ
リ
を
歌
う

９
日
（
日
）
３
時
神
戸
文
化
中
ホ
ー

ル
二
○
○
○
円

☆
八
代
亜
紀

９
日
（
日
）
①
１
時
②
５
時
神
戸

国
際
会
館
Ｓ
・
四
○
○
○
円
Ａ
・

三
○
○
○
円
Ｂ
“
二
五
○
○
円

☆
ｗ
ｌ
Ｄ
Ｅ
Ｗ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ

永井龍雲

ご
希
望
の
方
は
葉
譜
に
住
所
・
氏
名
・

年
令
・
職
業
を
明
記
の
上
、
神
戸
っ
子

編
築
室
「
永
井
紺
雲
」
係
ま
で

●
愛
読
者
優
待
席

神
戸
っ
了
読
者
に
左
記
の
ス
テ
ー
ジ
を

割
引
優
待
い
た
し
ま
す
。

繍

●
愛
読
者
招
待
席

神
一
戸
っ
子
読
者
を
左
記
の
催
し
物
に
ご

招
待
い
た
し
ま
す
。
（
ｍ
名
）

雛劉L 鷲

のＬＯＶＥＷＯＲＬＤ

☆
ワ
ー
ル
ド
の
歌
加
名
様
に
差
し
上
げ
ま
す

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
メ
ー
カ
ー
、
ワ
ー
ル
ド
提
供

の
Ｆ
Ｍ
番
組
「
ワ
ー
ル
ド
・
オ
ブ
・
エ
レ
ガ
ン

ス
」
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
「
ラ
ブ
・
ワ
ー
ル
ド
」

の
Ｌ
Ｐ
化
。
演
奏
／
Ｒ
・
ル
フ
ェ
ー
プ
ル

ご
希
望
の
方
は
、
葉
書
で
神
戸
っ
子
編
築
室

「
ワ
ー
ル
ド
Ｌ
Ｐ
」
係
ま
で
。
提
供
／
㈱
ワ
ー

ル
ド 渡辺貞夫

理
日
（
土
）
７
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー

ル
Ａ
・
三
○
○
○
円
Ｂ
・
二
五
○

○
円
Ｃ
・
二
○
○
○
円

指
揮
／
朝
比
奈
隆
需
演
奏
／
大
阪
フ
ィ

ル独
唱
／
岡
田
昭
美
、
井
上
和
世
、
西
垣

俊
朗
、
三
室
尭

☆
因
幡
晃

郵
日
（
日
）
３
時
神
戸
国
際
会
館

Ａ
・
二
八
○
○
円
Ｂ
・
二
五
○
○
円

Ｃ
・
二
二
○
○
円

☆
ク
リ
ス
マ
ス
を
デ
キ
シ
ー
で

麹
日
（
日
）
１
時
ラ
ジ
オ
関
西
Ｃ
Ｒ

ホ
ー
ル
一
五
○
○
円

出
演
／
園
田
憲
一
と
デ
キ
シ
ー
キ
ン
グ

ス
他

★
第
九
交
響
曲

露
日
（
火
）
７
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー

ル指
揮
／
外
山
雄
三
、
演
奏
／
大
阪
フ
ィ

ル
独
唱
／
立
原
ち
え
子
、
成
田
絵
智

子
、
丹
羽
勝
海
、
池
田
直
樹

音
楽
友
の
会
／
会
員
Ａ
・
二
七
○
○
円

ご
希
望
の
方
は
電
話
か
薬
普
で
神
戸
っ

子
編
集
室
優
待
係
八
川
崎
Ｖ
ま
で

Ｂ
・
二
三
○
○
円
一
般
Ａ
・
三
○
○

○
円
Ｂ
・
二
六
○
○
円

☆
宮
本
慶
子
マ
リ
ン
バ
の
夕
べ

お
日
６
時
半
神
戸
文
化
中
ホ
ー
ル

一
三
○
○
円

☆
サ
ー
カ
ス

”
日
（
木
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

Ｌ
Ｓ
・
四
五
○
○
円
Ｓ
・
二
五
○
○

円
Ａ
・
二
二
○
○
円

☆
水
越
け
い
こ

犯
日
（
金
）
６
時
神
戸
国
際
会
館

Ａ
・
一
八
○
○
円
Ｂ
・
一
四
○
○
円

八
演
劇
Ｖ

☆
仮
名
手
庵
歌
舞
伎

１
日
（
土
）
６
時
２
日
（
日
）
１
時

半
神
戸
文
化
大
ホ
ー
ル
Ｓ
・
三
○

○
○
円
Ａ
・
二
五
○
○
円
Ｂ
・
二

○
○
○
円
Ｃ
・
一
○
○
○
円
Ｄ
・

五
○
○
円

☆
文
学
座
「
怒
り
を
こ
め
て
ふ
り
返
れ
」

１
日
（
土
）
４
日
（
火
）
１
７
日
（
金
）

６
時
お
分
２
日
（
日
）
１
時
半

神
戸
文
化
中
ホ
ー
ル
神
戸
労
演
／
二

○
○
○
円

出
演
／
江
守
徹
、
新
橋
耐
子
ほ
か

★
劇
団
四
季
「
ジ
ー
ザ
ス
・
ク
ラ
イ
ス
ト

ス
ー
パ
ー
・
ス
タ
ー
」

鹿
賀
丈
史
久
野
綾
希
子

★
永
井
龍
雲

哩
月
廻
日
（
水
）
６
時
半
神
戸
文
化

中
ホ
ー
ル

２
日
（
日
）
３
時
神
戸
国
際
会
館

Ｓ
・
四
○
○
○
円
Ａ
・
三
○
○
○
円

Ｂ
・
二
○
○
○
円

出
演
／
哩
賀
丈
史
、
久
野
綾
希
子
、
滝

田
栄
、
光
枝
明
彦
ほ
か

☆
東
京
キ
ッ
ド
プ
ラ
ザ
ー
ス

「
哀
し
み
の
キ
ッ
チ
ン
」

ｎ
日
（
火
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

ｓ
ｏ
二
五
○
○
円
Ａ
・
二
○
○
○
円

八
そ
の
他
Ｖ

☆
市
民
映
画
劇
場
「
サ
ー
ド
」

廻
日
（
水
）
Ｉ
皿
日
（
金
）
６
時
半

晦
日
（
土
）
２
時
神
戸
文
化
小
ホ
ー

ル
四
九
九
円

１
１１３
１

枢
月

☆
Ｗ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｗ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ

型
月
追
日
（
土
）
４
時
逓
日
（
日
）

２
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー
ル

出
演
／
鵡
日
・
ネ
イ
テ
ィ
プ
サ
ン
、
鈴

木
勲
＆
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー
、
阿
川
泰

子
、
ス
イ
ン
グ
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ
、
山

下
洋
輔
３
、
渡
辺
貞
夫
５

蛎
日
・
外
山
喜
雄
と
デ
キ
シ
ー
ラ
ン
ド

セ
イ
ン
ッ
、
渡
辺
香
津
美
Ｇ
、
ス
ー
パ

ー
サ
ッ
ク
ス
。
イ
ン
コ
ウ
ベ
、
中
本
マ

リ
、
安
藤
義
則
Ｇ
、
山
本
剛
３
、
渡
辺

貞
夫
５

Ａ
・
三
八
○
○
円
を
一
割
引

☆
第
九
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
の
夕
べ

狸
月
翠
日
（
土
）
７
時
神
戸
文
化
大

ホ
ー
ル

指
揮
／
朝
比
奈
隆
、
大
阪
フ
ィ
ル

独
唱
／
岡
田
哨
美
、
井
上
和
世
、
西
垣

俊
朗
、
三
室
尭

Ａ
・
三
○
○
○
円
Ｂ
・
二
五
○
○
円

Ｃ
・
二
○
○
○
円
を
そ
れ
ぞ
れ
一
割
引

☆
宮
本
慶
子
マ
リ
ン
バ
の
夕
べ

廻
月
妬
日
（
水
）
６
時
半
神
戸
文
化

中
ホ
ー
ル
一
三
○
○
円
を
一
割
引
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高

海軍めしたき兵
敵露上陸

くもうさ んが見たニューヨーク〉

私
が
海
外
旅
行
を
す
る
。
し
か
も
行
き
先
が
ア
メ
リ
カ

と
聞
い
て
、

「
へ
え
…
孟
が
ね
え
…
１
－

「
さ
ぞ
や
珍
道
巾
に
な
る
だ
ろ
う
な
ア
」

と
、
珍
し
が
っ
た
り
、
面
白
が
っ
た
り
し
て
い
た
よ
う

だ
。
又
、

「
孟
は
ア
メ
リ
カ
と
い
う
柄
じ
ゃ
な
い
な
ア
」

「
せ
い
ぜ
い
ア
フ
リ
カ
か
東
南
ア
ジ
ア
や
な
ァ
」

と
言
わ
ん
ば
か
り
で
あ
る
。
ま
る
で
〃
発
展
途
上
人

間
″
扱
い
で
あ
る
。
発
展
途
上
に
あ
る
人
間
に
は
違
い
な

い
が
、
出
発
前
の
数
日
間
は
、
旅
な
れ
た
友
人
が
そ
れ
で

橋 孟

も
親
切
？
に
い
ろ
ん
な
事
を
教
え
て
く
れ
た
。

「
一
一
ユ
ー
ョ
ー
ク
に
行
っ
て
、
高
い
ピ
ル
に
見
と
れ
て

い
る
と
財
布
が
無
く
な
る
ぞ
」

「
パ
ス
ポ
ー
ト
は
い
つ
も
身
に
つ
け
と
ら
ん
と
い
か
ん

ぞ
、
カ
バ
ン
に
入
れ
と
い
た
ら
、
置
引
き
に
や
ら
れ
た
ら

こ

帰
っ
て
来
れ
ん
ぞ
」

「
金
は
ポ
ケ
ッ
ト
に
分
散
し
と
か
ん
と
暴
力
ス
リ
に
や

ら
れ
る
ぞ
」

「
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
乗
っ
て
、
う
っ
か
り
内
ポ
ケ
ッ
ト

に
手
を
入
れ
る
な
い
き
な
り
ピ
ス
ト
ル
で
殺
ら
れ
る
ぞ
」

「
タ
ク
シ
ー
は
う
っ
か
り
乗
る
な
、
ぐ
る
ぐ
る
回
ら
れ

114
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汐

る
ぞ
」と

、
ま
あ
い
ろ
い
ろ
聞
い
て
い
た
ら
、
教
え
て
く
れ
る

の
か
脅
か
さ
れ
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
く
る
。

そ
れ
で
も
メ
ン
バ
ー
が
、
田
辺
聖
子
さ
ん
、
カ
モ
カ
の
お

っ
ち
ゃ
ん
と
通
訳
ガ
イ
ド
役
の
竹
田
の
洋
ち
ゃ
ん
だ
か
ら

心
強
い
。
コ
ー
ス
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
・

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
を
十
七
Ｈ
間
の
日
程
。
ガ
イ
ド
役
の

洋
ち
ゃ
ん
が
、
十
七
日
間
の
旅
だ
か
ら
と
い
う
の
で
メ
モ

し
て
く
れ
た
通
り
、
「
ワ
イ
シ
ャ
ツ
七
枚
、
下
着
七
着
、

ス
ー
ツ
二
着
、
ネ
ク
タ
イ
四
、
五
本
、
靴
下
十
足
、
カ
メ

ラ
、
画
材
、
靴
一
足
、
洗
剤
、
チ
リ
紙
、
コ
ー
ト
」
な
ど
、

ト
ラ
ン
ク
一
杯
つ
め
込
ん
で
、
自
分
は
と
い
う
と
、
サ
フ

ァ
リ
ー
ル
ッ
ク
に
腹
巻
き
、
と
い
う
出
立
ち
で
、
エ
ッ
チ

ラ
コ
ッ
チ
ラ
と
、
伊
丹
空
港
へ
と
出
か
け
た
次
第
。

文
芸
春
秋
社
の
好
意
で
、
私
も
、
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｍ
の
フ
ァ

ー
ス
ト
ク
ラ
ス
の
旅
客
と
な
る
の
だ
が
、
な
ん
せ
初
め
て

乗
る
国
際
線
、
目
の
前
に
見
る
機
体
の
大
き
さ
に
、
よ
く

も
ま
ア
こ
ん
な
大
き
な
も
の
が
空
を
飛
ん
で
い
る
も
の
だ

と
、
今
更
な
が
ら
不
思
議
に
思
っ
た
り
、
機
体
が
思
っ
た

よ
り
汚
な
い
の
で
、
整
備
に
手
落
ち
が
あ
っ
た
り
し
て
落

ち
や
し
な
い
か
と
心
配
し
た
り
、
シ
ョ
ル
ダ
ー
バ
ッ
グ
の

カ
メ
ラ
と
、
腹
巻
き
の
パ
ス
ポ
ー
ト
を
押
え
な
が
ら
「
エ

ク
ス
キ
ュ
ー
ズ
。
ミ
ー
」
「
サ
ン
キ
ュ
ー
」
と
、
洋
ち
ゃ

ん
と
並
ん
で
私
は
窓
際
に
坐
っ
た
。

フ
ァ
ー
ス
ト
ク
ラ
ス
は
私
達
パ
ー
テ
ィ
ー
だ
け
が
日
本

人
で
、
あ
と
は
外
人
ば
か
り
（
こ
の
場
合
こ
ち
ら
の
方
が

、へ
（
こ
の
場
合
こ
ち
ら
の
方
が

外
人
な
の
だ
が
…
）
。

か
つ
て
私
が
海
軍
で
戦

っ
た
〃
敵
国
″
へ
初
め
て

旅
行
す
る
の
だ
が
、
こ
の

Ｐ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｍ
機
に
乗
っ
た

と
た
ん
、
い
き
な
り
敵
国

に
来
た
よ
う
な
気
が
し

た
。今

の
若
い
人
達
と
違
っ

て
、
特
に
英
語
の
出
来
な

い
私
な
ど
は
〃
外
人
〃
に

は
身
構
え
て
し
ま
う
と
こ

ろ
が
あ
り
、
比
較
的
気
さ

く
に
振
舞
え
る
と
こ
ろ
の

あ
る
私
も
、
い
ざ
と
な
る

と
や
は
り
ダ
メ
。

一
緒
に
乗
っ
て
い
る

〃
外
人
〃
に
話
し
か
け
ら

アメリカは大きい何でも大きい

1１５
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初めての米国上陸……………

鍵 | 識譲識識譲鱗識

さんと竹田洋太郎氏と孟さん。
上は、ハワイのワイキキビーチで。

左下はＲＣＡビルディン
グのレインポールーム
でご気嫌の竹田洋太郎
カモカのおっちゃん。
お聖さん、孟さん。( 左
より) 。右下はディズニ
ーランドで童心に帰っ
' たカモカのおっちゃん
と孟さん。

, 齢' 籍･ 日’

蕊

こんな大きな国と戦争したナンテ。 116
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ｌ
で
あ
る
。
こ
れ
が
又
大
き
い
。
私
に
し
た
ら
読
め
な
い

も
の
だ
が
、
読
ん
で
い
る
振
り
を
す
る
の
も
意
味
が
な

い
。

垂
仔
ち
ゃ
ん
何
に
す
る
。
こ
れ
は
夜
食
な
の
夕
食
な

の
」と

聞
い
た
ら
「
夕
食
ら
し
い
」
と
い
う
。
出
発
前
カ
ツ

井
を
食
べ
て
何
時
間
も
経
っ
て
い
な
い
時
刻
だ
か
ら
空
腹

感
な
ど
あ
る
わ
け
も
な
い
。

洋
ち
ゃ
ん
が
ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ
に
す
る
と
い
う
か
ら
、

私
も
、
と
、
い
う
わ
け
で
、
注
文
を
取
り
に
来
た
ス
チ
ュ

ワ
ー
デ
ス
嬢
に
私
は
洋
ち
ゃ
ん
に
続
い
て
英
語
で
注
文
を

し
た
。
そ
れ
は
、
か
ね
て
か
ら
用
意
し
て
い
た
「
セ
イ
ム
」

と
い
う
英
語
で
あ
る
。
ス
チ
ュ
ワ
ー
デ
ス
は
、
「
Ｏ
Ｋ
」

と
い
っ
て
ニ
ッ
コ
リ
笑
っ
た
の
で
、
以
後
、
私
は
、
ア
メ

リ
カ
旅
行
中
、
終
始
、
こ
の
、
「
セ
イ
ム
」
と
い
う
〃
料

理
〃
を
基
本
的
に
食
べ
て
来
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

出
て
来
た
ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ
が
、
こ
れ
又
大
き
い
。
と
て

も
じ
ゃ
な
い
が
食
べ
ら
れ
そ
う
に
な
い
。
よ
く
も
ま
ア
こ

ん
な
大
き
な
も
の
を
こ
の
人
達
は
食
べ
て
い
る
な
ア
と
驚

く
。
ま
た
、
大
き
な
皿
に
盛
り
上
げ
ら
れ
た
野
菜
サ
ラ
ダ

が
ウ
サ
ギ
の
餌
ほ
ど
も
あ
る
量
な
の
で
こ
れ
ま
た
、
胃
袋

の
小
さ
い
私
な
ど
は
ウ
ン
ザ
リ
し
た
。

か
つ
て
、
私
は
海
軍
の
め
し
た
き
兵
だ
っ
た
頃
、
麦
め

し
と
味
噌
汁
を
炊
い
て
い
た
の
で
、

「
こ
れ
で
は
戦
争
に
負
け
る
の
は
あ
た
り
前
だ
な
ァ
」

と
、
つ
く
づ
く
思
っ
た
の
で
あ
り
ま
し
た
。

×
×
×

ア
メ
リ
カ
は
大
き
い
。

何
で
も
大
き
い
、
自
国
内
で
時
差
が
あ
る
国
だ
か
ら
。

そ
し
て
、
人
間
も
大
ら
か
で
あ
る
。
出
発
前
に
、
さ
ん

ざ
、
脅
か
さ
れ
て
い
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
街
も
〃
百
間
〃

れ
は
し
な
い
か
と
ビ
ク
ビ
ク
「
ア
イ
・
キ
ャ
ン
・
ナ
ッ
ト

・
ス
ピ
ー
ク
・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
」
を
い
つ
で
も
喋
れ
る

よ
う
に
用
意
し
な
が
ら
恰
好
は
い
か
に
も
悠
然
と
し
て
い

る
よ
り
仕
方
が
な
い
。
隣
り
に
通
訳
さ
ん
が
い
た
と
し
て

も
、
そ
う
そ
う
何
も
か
も
即
時
通
訳
と
い
う
わ
け
に
も
い

か
な
い
の
だ
か
ら
や
っ
か
い
だ
。
や
が
て
水
平
飛
行
に
移

っ
て
、
窓
を
見
た
が
、
夜
の
太
平
洋
は
何
も
見
え
な
い
。

見
え
る
の
は
窓
ガ
ラ
ス
に
写
る
、
黄
色
人
種
の
自
分
の
顔

だ
け
で
あ
る
。
機
は
太
陽
に
向
か
っ
て
飛
ん
で
い
る
理
屈

だ
か
ら
時
間
が
経
つ
の
が
早
い
。
ス
チ
ュ
ワ
ー
デ
ス
が
現

わ
れ
、
座
席
毎
に
何
か
を
配
っ
て
来
る
。
食
事
の
メ
ニ
ュ

ア
メ
リ
カ
は
大
き
い
。
何
で
も
大
き
い
。

１
１１７
１
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８
１
１
１
１

湯
舟
に
た
っ
ぷ
り
と
体
を
ひ
た
し
、
タ
オ
ル
を
頭
に
置
き

た
い
方
だ
か
ら
、
六
十
年
ぶ
り
の
寒
波
と
か
で
昼
の
雪
の

降
る
一
一
ユ
ー
ョ
ー
ク
市
内
見
学
で
冷
え
き
っ
た
体
を
温
め

て
い
た
ら
ウ
ト
ウ
ト
眠
っ
て
し
ま
っ
て
、
大
き
な
湯
舟
で

す
ん
で
の
と
こ
ろ
で
溺
死
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

酔
っ
て
い
た
私
は
ビ
ッ
ク
リ
驚
天
／
、
、
滑
り
止
め
の
ゴ

ム
の
シ
ー
ト
が
無
か
っ
た
ら
、
顔
ま
で
つ
か
っ
て
し
ま
っ

て
湯
を
飲
ん
で
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
日
本
の
ホ
テ
ル
な

ら
足
が
充
分
つ
か
え
る
と
こ
ろ
だ
が
、
な
ん
せ
、
な
ん
で

も
大
き
い
の
で
困
っ
た
も
の
だ
。
ト
イ
レ
に
し
て
も
、
部

屋
に
あ
る
も
の
は
洋
式
（
当
り
前
だ
が
）
な
の
で
小
便
も

や
り
や
す
い
が
、
ロ
ビ
ー
の
小
便
専
用
の
男
子
便
所
は
い

け
な
い
。
足
が
短
い
と
い
っ
て
爪
先
立
つ
わ
け
に
も
い
か

な
い
し
、
オ
ー
バ
ー
に
言
う
と
、
大
砲
の
仰
骨
を
上
げ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
感
じ
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
ま
た
、

「
こ
れ
で
戦
争
に
勝
て
な
か
っ
た
ん
だ
な
ア
」

と
、
ま
た
ま
た
思
っ
た
。

な
ん
で
も
大
き
い
ア
メ
リ
カ
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
着
い

た
と
た
ん
感
じ
た
私
は
、
短
い
背
筋
を
出
来
る
だ
け
伸
ば

し
て
歩
く
よ
う
に
心
掛
け
た
が
、
ビ
ル
は
大
き
く
高
く
、

街
を
行
く
人
は
背
が
高
い
、
い
く
ら
悠
然
と
歩
い
て
み
て

も
、
虚
勢
を
張
っ
た
〃
め
し
た
き
兵
″
で
ア
リ
マ
シ
タ
。

やだ（特もどシラかはつシねるろしあ司１思キ私食のに
ん ｡ スと司攻のはツシを、いヤてながたるオブつユ達弓と司堂着で反
の私ル、こ隊だ、クヨ持ホたン、らあら。’ルてｌのスいスにいあし

て
親
切
な
人
達
ば
か
り
な
の
で
か
え
っ
て
驚
い
た

る
。た

日
の
翌
日
、
四
人
で
セ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス
の
大
衆

行
っ
た
と
き
、

プ
ー
ン
や
フ
ォ
ー
ク
に
何
処
か
な
－
」

っ
て
い
た
ら
、
す
か
さ
ず
、

プ
ー
ン
」
と
い
っ
て
肥
っ
た
大
き
な
お
じ
さ
ん
が

テ
ー
ブ
ル
へ
運
ん
で
来
て
く
れ
た
。
一
同
「
サ
ン

」
と
言
っ
た
が
、
て
っ
き
り
従
業
員
だ
と
ば
か
り

い
た
お
じ
さ
ん
が
、
そ
こ
に
居
合
わ
せ
た
隣
の
テ

の
客
だ
っ
た
こ
と
に
気
付
い
て
、
ま
た
一
同
は
、

。
サ
ン
キ
ュ
ー
・
ベ
リ
マ
ッ
チ
」
と
な
っ
た
の
で

日
本
語
が
わ
か
る
筈
が
な
い
の
だ
が
、
そ
れ
と
察

た
め
ら
わ
ず
手
助
け
し
て
く
れ
る
気
さ
く
な
と
こ

る
。
心
も
大
き
い
が
、
四
人
組
が
、
同
じ
宿
泊
す

と
い
う
と
こ
ろ
で
、
〃
体
験
宿
泊
″
の
意
味
を
か

と
っ
た
ホ
テ
ル
は
プ
ラ
ザ
・
ホ
テ
ル
の
そ
れ
も
、

デ
リ
ア
の
輝
く
ス
イ
ー
ト
・
ル
ー
ム
の
応
接
室
の

一
等
室
で
あ
る
。
な
ん
で
も
大
き
い
ア
メ
リ
カ

テ
ル
の
ド
ア
も
大
き
く
、
そ
し
て
重
い
。
手
に
何

っ
て
い
た
り
す
る
と
片
手
で
は
押
せ
ず
、
ウ
ン
コ

と
肩
で
体
当
た
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ク
ラ

な
建
物
は
頑
丈
に
出
来
て
い
て
、
足
の
短
い
私
な

ガ
リ
バ
ー
旅
行
記
の
小
人
の
国
か
ら
来
た
よ
う
な

。
私
は
、
重
い
ド
ア
を
押
し
な
が
ら
、
戦
争
中
の

の
体
当
り
作
戦
を
思
い
出
し
、

れ
で
は
戦
争
は
勝
て
つ
こ
な
い
な
了
・
・
」

ま
た
思
っ
た
。
部
屋
も
、
こ
れ
又
、
広
く
大
き
く
、

－
ム
の
湯
舟
も
ま
た
大
き
く
ゆ
っ
た
り
し
た
も
の

は
ど
う
し
て
も
、
ア
メ
リ
カ
生
活
に
な
れ
た
洋
ち

よ
う
に
、
シ
ャ
ワ
ー
で
済
せ
な
い
の
で
、
大
き
な

●
孟
さ
ん
の
陶
板
画
／
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
帰
っ
た

直
後
の
ｎ
月
８
日
１
超
日
。
陶
芸
家
の
友
人
、
和
田

石
東
田
さ
ん
の
個
展
が
神
戸
大
丸
で
開
か
れ
〃
郷
愁

の
陶
画
″
と
銘
打
っ
て
孟
さ
ん
が
陶
芸
に
ア
タ
ッ

ク
。
和
田
さ
ん
も
学
徒
出
陣
で
中
国
河
南
の
黄
土
を

駆
け
り
、
洛
陽
郊
外
で
両
大
腿
部
貫
通
と
腰
下
２
カ

所
に
弾
片
つ
き
さ
さ
れ
、
フ
カ
に
か
ま
れ
た
孟
さ
ん

に
劣
ら
ぬ
勇
士
。
そ
の
和
田
さ
ん
の
故
郷
の
よ
う
な

陶
器
に
孟
さ
ん
が
絵
を
描
い
た
。
海
軍
め
し
た
き
兵

の
表
紙
絵
の
壷
は
売
り
た
く
な
い
の
で
伽
万
円
だ
っ

て
。
で
も
ホ
ン
ト
に
買
い
手
が
つ
い
た
ら
。
そ
ら
売

り
マ
ス
売
り
マ
ス
。

鴬鐸鐸．
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女
嬰

斗
会
女
．
★ 羊

吟

迄才☆これは便利１今､ 欲しいものは 羊

回本社'工唱・熊内店神戸市葺合区熊内町１－８(南蛮美術館癖I ) T E L 2 2 1 - 1 1 6 4
回三宮ｾ ﾝ ﾀ ｰ店･さんちか店･大丸･そごう・阪急．､神戸デパート・元町店

今年もコーハイム･ コンフエクトの

119

ｇ畠

クリスマスケーキで楽しいイブを…

北欧の銘桑

ユーノＬイム｡ コンフエクト

４

心心 と

ｇ畠ｇ畠

折りたたみ式めがね
折りたためば３～６c m の大きさ。
持ち３重ぴに便利。

●掲載以外にも各種ご用意いたしております

⑨矛申戸眼鏡院
元町店・元町３丁目壷( 3 2 1 ) 1 2 1 2 代表
一
一
一 宮店・さんちかタウン壷〈39 1 ) 1 8 7 4～５
元町店は毎水暇口がお休みです
頁宮店は第２、第３水曜日がお休みです

弱
，
師

訴
険
今
日

趣
識
鶏

奉眼錨
ダント

鍵
ラジオ付双眼銃

野球を観戦しながらラジオ中継を
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『

内
作
品
展
示
会
に
目
を
と
お
す
う
ち
、
ふ
と
、
気
づ
い
た
の
が
動

物
た
ち
の
ヒ
ヅ
メ
の
数
だ
っ
た
。
奇
数
の
ヒ
ヅ
メ
を
持
つ
馬
組
を

〃
奇
蹄
類
〃
、
偶
数
の
ヒ
ヅ
メ
の
牛
組
を
〃
偶
蹄
類
″
と
よ
び
分

け
る
。
幾
ら
作
品
的
に
優
秀
で
も
、
サ
イ
の
ヒ
ヅ
メ
が
３
本
で
あ

る
こ
と
、
カ
バ
が
４
本
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
数
の
ち
が
い
を
見
逃

が
し
て
し
ま
っ
て
る
作
品
に
金
賞
や
銀
賞
が
あ
た
え
ら
れ
て
い
る

の
だ
か
ら
、
私
ど
も
、
ま
あ
、
そ
ん
な
も
の
か
い
な
と
思
っ
て
し

ま
う
。と

に
か
く
、
動
物
た
ち
の
生
態
と
同
時
に
、
身
体
の
仔
細
な
観

察
力
を
も
評
価
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
、
肢
や
身
体
の
動
き
を

た
く
み
に
捕
え
て
画
き
出
さ
れ
て
い
る
す
ば
ら
し
い
表
現
力
の
作

品
が
、
た
っ
た
一
本
の
ヒ
ヅ
メ
の
数
が
、
一
本
の
毛
な
み
が
ち
が

っ
て
い
た
の
で
は
、
動
物
の
さ
し
絵
と
し
て
は
、
全
く
の
失
格
で

あ
る
。キ

リ
ン
と
シ
マ
ウ
マ
と
で
は
肢
の
運
び
方
、
す
わ
り
方
が
全
く

ち
が
う
。
角
に
し
て
も
、
シ
フ
ゾ
ウ
と
ニ
ホ
ン
ジ
カ
で
は
、
枝
角

が
全
く
の
逆
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
は
ば
た
く
烏
の
羽
の
重
な

り
方
、
ダ
チ
ョ
ウ
や
ツ
ル
の
肢
の
関
節
の
ち
が
い
。

さ
ら
に
、
ま
た
、
こ
ん
な
愉
快
な
毛
な
み
の
髪
型
が
あ
る
こ
と

ど
存
知
だ
ろ
う
か
。

ふ
つ
う
四
肢
動
物
の
毛
は
、
雨
合
羽
の
役
目
も
あ
る
の
で
毛
は

背
中
よ
り
肢
の
先
、
つ
ま
り
ヒ
ヅ
メ
に
向
っ
て
、
つ
ま
り
、
下
に

向
っ
て
密
生
し
て
い
る
。
だ
か
ら
、
雨
は
地
層
を
ぬ
ら
さ
ず
流
れ

落
ち
て
し
ま
う
ふ
う
に
な
っ
て
い
る
と
解
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。

シ
ロ
ク
マ
、
ラ
イ
オ
ン
、
ト
ラ
、
シ
マ
ウ
マ
、
キ
リ
ン
、
ヒ
ツ

ジ
、
さ
ら
に
ニ
ホ
ン
ザ
ル
も
マ
ン
ト
ヒ
ヒ
も
、
ク
モ
ザ
ル
も
オ
マ

キ
ザ
ル
も
、
み
な
被
毛
は
下
向
き
に
生
え
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
で
あ
る
。
人
間
に
近
い
、
類
人
猿
、
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
、

ゴ
リ
ラ
、
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
な
ど
を
画
い
た
作
品
に
、
こ
う
し

た
、
毛
の
流
れ
を
あ
や
ま
っ
て
画
か
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
く
気
づ

く
。
み
な
さ
ん
、
じ
っ
く
り
見
て
下
さ
れ
ば
、
お
分
り
に
な
る
は

ず
、
肩
か
ら
ヒ
ジ
ま
で
は
下
向
き
の
毛
も
、
ヒ
ジ
か
ら
下
は
逆
に

上
向
き
、
つ
ま
り
逆
毛
に
生
え
て
い
る
こ
と
だ
。
こ
れ
は
、
二
足

歩
行
へ
の
進
化
が
も
た
ら
し
た
結
果
だ
と
い
う
説
、
つ
ま
り
立
ち

１
１２１
１

開
園
以
来
加
年
、
い
ま
だ
に
動
物
園
の
厄
日
が
写
生
Ｒ
で
あ
る

こ
と
ご
存
知
だ
ろ
う
か
。
長
さ
釦
セ
ン
チ
、
学
生
た
ち
が
ふ
つ
う

に
使
う
絵
筆
を
ど
う
間
違
え
た
の
か
、
あ
の
・
ヘ
リ
カ
ン
が
喉
に
ひ

っ
か
け
、
ま
る
で
帆
掛
船
の
よ
う
に
絵
筆
が
喉
の
皮
膚
を
ひ
き
つ

り
．
も
が
き
回
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
つ
け
た
の
も
写
生
会
の
昼

さ
が
り
だ
っ
た
。
さ
ら
に
ま
た
、
絵
具
チ
ュ
ー
ブ
を
口
に
、
そ
の

甘
さ
に
誘
わ
れ
、
ま
る
で
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
よ
う
に
食
べ
て
し
ま

っ
た
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
の
神
ち
ゃ
ん
。
そ
れ
に
幾
ら
食
べ
て
も
、
す

ぐ
収
吐
し
て
し
ま
い
痩
せ
衰
え
て
死
ん
で
し
ま
っ
た
ペ
ン
ギ
ン
の

胃
の
中
か
ら
も
チ
ュ
ー
ブ
の
絵
具
と
画
鋲
が
出
て
き
た
。

写
生
の
さ
な
か
、
あ
や
ま
っ
て
画
用
紙
が
野
生
ひ
つ
じ
、
バ
ー

バ
リ
シ
ー
プ
の
中
に
落
ち
こ
ん
だ
、
あ
れ
よ
あ
れ
よ
と
思
う
ま
に

食
べ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
腹
い
せ
に
お
を
投
げ
つ
け
て
い
た
中
学

生
の
集
団
。
い
や
は
や
、
ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す
ぞ
／
、

獣
舎
の
屋
根
か
ら
公
衆
ト
イ
レ
の
爆
上
に
ま
で
あ
が
り
こ
む
、

ゴ
ミ
カ
ゴ
を
横
た
お
し
に
イ
ス
代
り
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
プ
面
ツ
ク

に
レ
ン
ガ
、
板
切
れ
、
ダ
ン
ポ
ー
ル
箱
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
も
の

を
、
園
内
の
ど
こ
か
ら
で
も
探
し
出
し
て
は
使
い
っ
ぱ
な
し
、
と

に
か
く
、
午
前
中
の
作
品
製
作
中
の
い
た
ず
ら
は
、
先
ず
見
当
ら

な
い
が
、
絵
画
の
終
わ
っ
た
昼
す
ぎ
頃
か
ら
、
い
た
ず
ら
が
は
じ

ま
る
。
余
っ
た
絵
具
水
を
サ
ル
や
鳥
た
ち
に
ま
で
ひ
っ
か
け
て
る

や
つ
ノ
．
せ
っ
か
く
の
説
明
板
に
落
書
き
を
す
る
。
ワ
ニ
や
ヘ
ビ
、

●
ヘ
ン
ギ
ン
冷
房
室
の
ガ
ラ
ス
に
も
書
き
刷
っ
て
い
る
。

そ
う
こ
う
す
る
う
ち
、
帰
校
の
時
間
、
集
合
の
呼
び
出
し
が
か

か
っ
た
ら
、
も
う
、
あ
と
片
づ
け
な
ど
そ
っ
ち
の
け
、
早
々
に
帰

っ
て
し
ま
う
。
ま
る
で
学
生
台
風
の
過
ぎ
去
っ
た
跡
で
あ
る
。

ち
ょ
っ
と
ひ
と
言
、
入
園
前
の
注
意
が
ど
れ
ほ
ど
効
果
が
あ
る

か
、
絵
画
注
意
の
集
合
時
、
あ
る
中
学
校
の
知
人
の
先
生
に
マ
イ

ク
を
借
り
た
私
「
飼
育
係
の
お
願
い
で
す
」
と
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
た
そ
の
日
の
写
生
会
、
お
ど
ろ
く
ほ
ど
静
か
で
．
し
か
も
集

食
剛
の
五
分
間
を
、
あ
と
か
た
づ
け
に
と
号
令
が
か
か
っ
た
。
や

れ
ば
で
き
る
ん
で
す
。
お
礼
を
い
い
た
く
な
っ
た
こ
と
で
し
た
。

さ
て
、
そ
う
し
た
い
た
ず
ら
写
生
会
の
作
品
を
見
て
も
、
ち
ょ

っ
と
ひ
と
言
、
申
し
上
げ
た
く
な
る
こ
と
が
多
い
。
年
２
度
の
園
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が
Ｊ
ク

Ｑ
０

舞箆・・蕊Ｑ

Ｑ
○

ヘ
ア
ｉ
ス
タ
イ
ル
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

八
右
Ｖ
り
り
し
く
、
オ
ｉ
ル
バ
ッ
ク
が
よ
く
お
似
合
い

の
、
ゴ
リ
ラ
の
ザ
ー
ク
君

八
左
Ｖ
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
の
ネ
ネ
ち
ゃ
ん
は
、
ロ
ン
グ

ア
ー
が
女
っ
ぽ
い
で
し
よ
？

頭
を
両
腕

い

。Ｑ

で
か
か
え
こ
む
。
さ
ら
に
赤
ん
坊
の
時
代
両
手
を
握
り
し
め
折
り

ま
げ
て
い
る
。
そ
う
し
た
折
り
腕
の
毛
な
み
は
逆
毛
の
方
が
適
し

て
い
る
。
こ
う
解
す
る
説
も
あ
る
。
何
れ
に
し
て
も
、
被
毛
一
本

一
本
の
生
え
方
に
仔
細
な
ち
が
い
が
あ
る
。
ち
ょ
っ
と
、
我
々
人

間
の
体
毛
の
流
れ
を
一
度
見
て
頂
き
た
い
。
両
腕
の
毛
が
、
ま
さ

し
く
、
ひ
じ
か
ら
下
は
逆
に
な
っ
て
い
る
こ
と
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
や

ゴ
リ
ラ
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
お
分
り
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

さ
ら
に
ま
た
。
頭
髪
に
も
、
な
る
ほ
ど
愉
快
な
ち
が
い
が
あ
る

じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
。

体
重
２
８
５
キ
ロ
、
我
が
国
で
は
ゴ
リ
ラ
の
ヘ
ビ
ー
級
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
。
し
か
も
ハ
ン
サ
ム
と
き
て
い
る
ザ
ー
ク
君
、
の
眼
鼻
を

じ
っ
く
り
見
て
頂
き
た
い
。
う
す
い
と
は
い
え
、
立
派
に
鼻
毛
も

あ
り
、
二
重
い
や
三
重
ま
ぶ
た
に
生
え
て
る
、
ま
つ
げ
の
長
い
こ

と
、
そ
れ
に
上
下
に
カ
ー
ル
し
て
い
る
の
も
人
間
と
少
し
も
変
ら

な
い
。
頬
か
ら
、
顎
に
か
け
て
は
毛
を
下
向
き
に
生
え
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
ゴ
リ
ラ
の
ザ
ー
ク
君
の
頭
髪
、
よ
く
見
る
と
後

ち
向
き
、
つ
ま
り
〃
オ
ー
ル
バ
ッ
ク
型
″
で
あ
る
。

そ
れ
じ
ゃ
、
二
番
め
に
大
き
い
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
、
人
間
の
少

女
に
そ
っ
く
り
の
〃
前
だ
れ
型
″
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
ｍ
ｍ
も

あ
る
高
い
樹
上
生
活
の
彼
等
、
頭
に
木
の
葉
や
枯
草
を
か
ぶ
っ

て
、
ス
コ
ー
ル
を
し
の
ぐ
、
そ
う
し
た
際
〃
前
だ
れ
髪
″
が
適
し

そ
う
だ
。
地
上
で
樹
林
の
間
を
駈
け
る
ゴ
リ
ラ
は
〃
オ
ー
ル
バ
ッ

ク
″
の
髪
が
適
す
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
が
ま
た
、

お
し
ゃ
れ
と
見
え
て
〃
セ
ン
タ
ー
分
け
″
と
い
う
髪
型
だ
か
ら
、

思
わ
ず
、
ふ
き
だ
し
そ
う
に
な
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
脱
毛
と
新
生
を
く
り
返
し
て
い
る
人
間
の
頭
髪
は

終
生
の
び
続
け
る
。
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
や
ゴ
リ
ラ
は
、
あ
る
一
定
の

長
さ
で
脱
け
新
生
を
く
り
返
し
て
い
る
の
で
、
同
じ
髪
型
を
終
生

保
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
は
脱
毛
し
に
く
い
と

見
え
お
ど
ろ
く
ほ
ど
長
く
の
び
、
手
入
を
し
な
い
野
生
の
老
オ
ラ

ン
君
、
す
ご
い
毛
玉
を
作
っ
て
い
る
も
の
さ
え
あ
る
。
と
も
か
く

彼
等
に
は
若
ハ
ゲ
が
見
ら
れ
な
い
の
も
事
実
で
あ
る
。

八
王
子
動
物
園
学
芸
員
／
写
真
も
Ｖ

２
１
２
‐
１

あ
が
り
、
最
も
大
切
な
頭
の
脳
を
本
能
的
に
守
ろ
う
と
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こんにちは赤ちゃん

吉田泉ちゃん/ 神戸市東灘区

完全看護☆冷暖房完備☆病院前駐車可能

菖柿沼産婦人科

芦屋市大耕町１番1 8 号
芦屋市民センター( ルナホール) 東南
念芦屋（0 7 9 7 ）3 1 - 1 2 3 4 代表

幼児歯科
小児歯科

SAMOTOPEDIATRICDENTISTRY

佐本小児歯科

母親教室
( 初鯵日）火曜日午前９時3 0 分

金曜日午後１時3 0 分
( 木噌日は休診）

そごう前センター街東角・さんちか入口
住友銀行三宮ピル６階
〒6 5 0 生田区加納町５丁目３ s

ＴＥＬ（0 7 8 )３３１－６３０２～３

、
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六
甲
山
系
は
、
ず
い
ぷ
ん
荒
れ
て
し
ま
っ
た
。
い
ま
に
残
る
文

字
通
り
の
自
然
は
、
こ
こ
扉
風
岩
だ
け
で
あ
る
。
扉
風
岩
渓
谷
を

散
策
す
る
と
、
か
っ
て
の
六
甲
の
山
な
み
は
、
こ
の
よ
う
な
豊
か

な
樹
相
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
と
考
え
な
が
ら
、
足
は
す
す
む
。

六
甲
山
系
は
、
あ
ら
ゆ
る
開
発
の
名
の
も
と
に
、
種
々
の
施
設

と
い
う
美
名
の
も
と
に
破
壊
が
す
す
ん
だ
の
か
と
思
う
と
腹
も
た

つ
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
は
最
後
に
残
さ
れ
た
秘
境
の
こ
と
だ
け
に
、
一
木
一
草
た

り
と
も
大
切
に
残
し
て
か
っ
て
の
六
甲
を
語
る
材
料
に
し
た
い
も

の
で
あ
る
。

バ
ス
停
扉
風
辻
ｌ
扉
風
谷
ｌ
天
下
辻
ｌ
神
鉄
大
池

一
ハ
甲
最
後
の
秘
境
、
扉
風
岩

室
井
紳
八
姫
路
学
院
女
子
短
期
大
学
教
授
。
生
物
Ｖ

こ
の
秘
境
を
訪
ず
れ
る
に
は
、
国
鉄
神

戸
駅
南
口
発
、
神
姫
バ
ス
「
天
神
行
き
」

で
「
扉
風
辻
」
で
下
車
、
西
へ
下
っ
て
川

沿
い
を
登
る
。
そ
こ
か
ら
扉
風
谷
の
流
れ

に
沿
っ
て
、
か
っ
て
の
六
甲
の
自
然
を
頭

に
描
き
な
が
ら
「
天
下
辻
」
（
二
五
二
メ
ー

ル
）
へ
向
う
。
そ
し
て
帰
途
は
神
戸
電
鉄

「
大
池
」
へ
出
る
。
登
山
は
必
ず
地
図
持

参
、
山
に
な
れ
な
い
人
は
歩
行
も
地
形
的

に
も
危
険
な
コ
ー
ス
で
道
を
聞
く
人
も
登

山
す
る
人
も
少
な
い
。
扉
風
岩
は
、
帝
釈

山
の
北
側
で
北
区
八
多
町
に
属
す
る
。

こ
こ
扉
風
渓
の
流
れ
は
、
左
右
の
き
り

立
っ
た
河
岸
い
っ
ぱ
い
で
あ
る
。
秋
か
ら

冬
は
、
水
の
量
も
減
っ
て
渡
り
や
す
い
と

い
う
か
、
登
山
が
ら
く
で
あ
る
が
、
春
。
夏
の
水
量
の
多
い
と
き

は
、
水
の
中
に
一
回
や
二
回
は
、
す
べ
り
込
む
こ
と
の
覚
悟
が
い

る
。

こ
こ
の
渓
流
は
、
六
甲
各
地
の
渓
谷
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
砂
防

ダ
ム
に
コ
マ
切
れ
に
さ
れ
た
り
、
流
水
に
よ
っ
て
六
甲
砂
を
押
し

流
し
て
川
岸
の
美
し
さ
を
さ
え
ぎ
ら
れ
る
と
い
う
よ
う
な
と
こ
ろ

は
見
ら
れ
な
い
。
そ
の
た
め
川
底
ま
で
自
然
が
残
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
の
谷
間
の
流
れ
は
、
透
き
通
り
、
ハ
ス
の
幾
匹
か
の
群
が

遊
泳
し
て
い
る
と
い
う
の
ど
か
な
風
景
が
方
ぽ
う
に
見
ら
れ
る
。

そ
の
ほ
か
背
椎
動
物
で
は
、
カ
ジ
カ
の
声
が
初
夏
に
は
聞
こ
え
る

昇風谷にて筆者（右側）

１
１２４
１
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タ

が
、
ほ
か
の
動
物
は
少
な
い
。

扉
風
谷
は
、
花
崩
岩
が
谷
間
の
部
分
だ
け
掘
り
取
ら
れ
、
文
字

通
り
急
峻
な
崖
を
な
し
て
い
て
、
樹
林
と
の
譜
調
が
生
き
生
き
と

茂
り
、
渓
谷
に
せ
ま
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
の
歩
行
を
こ
ば
み
、
絶
え

ず
四
つ
ぱ
い
で
岩
上
に
へ
ば
り
つ
い
て
肥
行
し
な
く
て
は
す
す
ま

な
い
。
そ
の
た
め
ハ
イ
カ
ー
も
少
な
く
、
い
ま
だ
に
自
然
破
壊
を
ま

ぬ
が
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
自
然
を
楽
し
む
に
は
、
谷

の
清
水
の
中
に
落
ち
込
む
こ
と
を
覚
悟
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

両
岸
の
樹
々
は
、
よ
く
伸
び
川
面
を
覆
っ
て
昼
な
お
暗
い
と
い

う
状
景
で
、
湿
度
は
高
く
、
流
れ
は
と
き
に
広
く
、
あ
る
い
は
狭

く
、
原
生
林
あ
ふ
れ
る
景
観
が
延
々
と
六
キ
ロ
に
及
ん
で
静
か
な

流
れ
が
続
い
て
い
る
。
渓
谷
の
岩
上
に
は
、
藤
苔
類
が
お
び
た
だ

し
く
繁
茂
し
て
い
る
。
水
の
し
ぶ
き
を
受
け
る
岩
上
に
は
、
春
の

訪
ず
れ
と
と
も
に
、
一
面
に
ダ
イ
モ
ン
ジ
ソ
ウ
が
生
い
茂
り
、
十

月
に
入
る
と
い
っ
せ
い
に
清
楚
な
一
一
本
の
長
い
花
び
ら
が
「
大
」

１
１２５
１

六甲最後の秘境、昇風岩には様々な植物の群生が見られる。

の
字
状
に
咲
く
の
で
あ
る
。
わ
た
く
し
は
、
こ
こ
ほ
ど
ダ
イ
モ
ン

ジ
ソ
ゥ
の
大
群
が
延
々
と
続
く
と
こ
ろ
を
見
た
こ
と
が
な
い
。

流
れ
の
浅
い
瀬
に
は
タ
ー
ー
ガ
ワ
ス
ゲ
。
ネ
コ
ヤ
ナ
ギ
が
一
面
に

生
え
る
。
こ
の
両
種
が
川
中
に
生
え
茂
る
と
い
う
こ
と
は
、
自
然

が
残
り
開
発
が
す
す
ん
で
い
な
い
こ
と
を
証
し
て
い
る
。
も
し
渓

谷
の
近
く
の
開
発
が
す
す
む
と
、
両
植
物
は
、
い
っ
せ
い
に
消
え

て
し
ま
う
運
命
に
あ
る
。
こ
の
両
種
の
永
遠
の
運
命
を
祈
願
し
て

足
を
運
ん
で
い
っ
た
。
そ
こ
ら
あ
た
り
の
高
い
岩
壁
に
は
、
イ
ワ

タ
バ
コ
が
群
落
を
つ
く
っ
て
い
る
。

こ
の
両
岸
樹
林
に
は
、
コ
ナ
ラ
・
ア
ベ
マ
キ
。
イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ

・
シ
ラ
キ
・
ア
カ
マ
ッ
を
主
体
と
す
る
林
が
茂
り
秋
の
紅
葉
は
六

甲
随
一
で
あ
る
。
そ
の
樹
林
中
に
は
ア
リ
マ
グ
ミ
の
周
三
十
セ
ン

チ
、
高
さ
六
メ
ー
ト
ル
に
な
る
も
の
が
あ
っ
て
本
種
と
し
て
は
珍

ら
し
い
大
木
も
見
ら
れ
る
。
山
地
樹
下
に
は
テ
イ
シ
ョ
ウ
ソ
ウ
・

シ
ュ
ン
ジ
ュ
ギ
ク
。
ツ
チ
ア
ケ
ビ
。
コ
ウ
ヤ
ザ
サ
と
い
う
草
木
と
、

木
本
類
に
は
シ
ロ
バ
ナ
ウ
ン
ゼ
ン
ッ
ッ
ジ
・
ヤ
マ
ッ
ッ
ジ
・
ミ
ヤ

コ
ッ
ッ
ジ
・
モ
チ
ッ
ッ
ジ
。
フ
ジ
キ
・
タ
ウ
ョ
ウ
・
ア
オ
ハ
ダ
・

コ
ハ
ゥ
チ
ワ
カ
エ
デ
・
オ
オ
バ
ズ
ミ
・
タ
ニ
ウ
ッ
ギ
な
ど
の
成
木

が
多
く
見
ら
れ
る
。
こ
と
に
晩
春
の
ツ
ッ
ジ
類
の
開
花
時
に
は
、

渓
谷
の
色
が
変
わ
る
。

い
ま
、
扉
風
岩
左
岸
の
黒
甲
越
、
古
倉
山
、
金
比
羅
山
一
帯
を

ゴ
ル
フ
場
造
成
と
い
う
申
請
が
出
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
六
甲
景

観
保
護
の
主
導
者
で
あ
る
多
田
繁
次
氏
か
ら
承
わ
っ
た
。
事
実
同

氏
は
ゴ
ル
フ
場
禁
止
の
た
め
に
努
力
さ
れ
て
お
り
、
一
人
で
も
多

く
の
市
民
の
参
加
応
援
を
お
願
い
し
た
い
。
六
甲
の
た
っ
た
一
つ

の
残
さ
れ
た
秘
境
、
扉
風
岩
の
自
然
環
境
を
永
遠
に
残
し
た
い
も

の
で
あ
る
。
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村
上
宏
八
六
甲
全
縦
市
民
の
会
会
員
・
医
師
Ｖ

神
戸
電
鉄
の
菊
水
山
駅
か
ら
六
甲
全
山
縦
走
（
全
縦
）
コ
ー
ス

に
沿
っ
て
ど
こ
ま
で
歩
く
か
は
足
に
聞
い
て
く
れ
ｌ
わ
た
し
の

で
は
な
い
、
四
人
の
同
行
者
た
ち
の
足
に
、
と
い
う
デ
マ
カ
セ
な

ハ
イ
キ
ン
グ
。
以
前
、
駅
の
す
ぐ
下
に
か
か
っ
て
い
た
丸
太
の
橋

と
あ
た
り
の
眺
め
と
の
調
和
は
絶
妙
だ
っ
た
。
ハ
イ
カ
ー
は
や
せ

型
の
人
が
多
い
た
め
潰
れ
ず
に
す
ん
で
い
た
こ
の
橋
も
、
老
朽
化

の
た
め
に
取
り
払
わ
れ
、
堅
固
な
菊
水
山
橋
に
生
ま
れ
か
わ
っ

た
。
風
情
が
無
く
な
っ
た
と
歎
き
な
が
ら
渡
る
人
も
あ
る
が
、
な

に
よ
り
安
全
第
一
で
あ
る
。
ほ
ど
な
く
ゴ
ル
フ
場
横
の
登
り
口
に

着
く
。
こ
こ
は
菊
水
山
の
表
玄
関
で
あ
り
、
全
縦
コ
ー
ス
の
中
で

も
指
折
り
の
急
坂
が
山
頂
ま
で
続
く
。
な
れ
れ
ば
そ
れ
ほ
ど
で
も

な
い
の
だ
が
、
昨
年
真
夏
に
全
縦
を
し
た
時
に
は
、
さ
す
が
に
こ

の
登
り
は
し
ん
ど
か
つ
た
。
わ
た
し
の
住
む
鈴
蘭
台
と
菊
水
山
頂

は
ゆ
る
や
か
な
鋪
装
道
路
で
結
ば
れ
、
元
旦
に
は
初
日
出
を
迎
え

る
人
の
列
が
続
く
が
、
鈴
蘭
台
か
ら
電
車
で
わ
ざ
わ
ざ
菊
水
山
駅

八
そ
の
肥
Ｖ

神
鉄
菊
水
山
駅
ｌ
菊
水
山
ｌ
鍋
蓋
Ⅲ
ｌ
摩
耶
山
’
六
甲
カ
ン
ト
リ
ー
駅

六
甲
ミ
ー
ー
縦
走

ま
で
下
り
、
山
頂
を
目
指
す
人
た
ち
も
い
る
。
裏
口
や
横
口
か
ら

山
に
登
れ
ま
す
か
つ
て
ん
だ
と
顔
に
書
い
て
あ
り
、
お
医
者
様
で

も
有
馬
（
？
）
の
湯
で
も
治
ら
ぬ
山
キ
チ
ど
も
と
み
て
ま
ち
が
い

な
い
。「

菊
水
山
」
の
三
文
字
を
彫
り
込
ん
だ
石
碑
の
後
に
舞
え
る
パ

ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
は
市
内
の
随
所
か
ら
望
見
で
き
る
。
山
頂
か
ら

の
景
観
を
楽
し
も
う
と
地
上
へ
そ
っ
と
下
ろ
し
た
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ

ク
は
一
九
五
○
年
頃
の
生
ま
れ
。
六
甲
で
は
最
古
参
の
部
類
だ
ろ

う
。
迷
医
の
縫
合
手
術
を
受
け
る
こ
と
い
く
た
び
、
ま
だ
当
分
は

余
命
を
保
ち
そ
う
だ
が
、
持
ち
主
と
ど
ち
ら
が
先
に
ポ
ン
コ
ッ
に

な
る
こ
と
か
。
こ
こ
か
ら
下
り
る
城
が
越
（
じ
よ
う
が
ご
し
）
の

名
称
は
地
図
の
上
に
の
み
健
在
で
、
人
の
口
に
上
る
こ
と
は
な
い
。

全
縦
を
す
る
人
は
こ
こ
ら
の
よ
う
な
落
差
の
大
き
い
石
段
を
て
い

ね
い
に
降
り
る
こ
と
ｌ
ｌ
宝
塚
ま
で
ひ
ざ
や
足
を
痛
め
ず
に
完
走

で
き
る
コ
ツ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
有
馬
街
道
を
ま
た
ぐ
六
○
メ
ー

ト
ル
の
天
王
吊
橋
は
、
こ
の
街
道
を
通
る
一
日
一
万
数
千
台
の
車

か
ら
ハ
イ
カ
ー
を
守
ろ
う
と
希
っ
た
神
戸
市
当
局
の
悲
願
の
結
晶

だ
。蒸

し
鍋
の
蓋
そ
っ
く
り
の
稜
線
を
み
せ
る
鍋
蓋
山
の
前
半
は
勾

配
の
強
い
つ
づ
ら
折
り
が
続
く
。
山
腹
に
巨
岩
が
あ
り
、
こ
れ
が

蓋
の
か
ど
に
当
た
る
。
こ
こ
か
ら
先
は
ラ
ク
だ
。
広
場
と
も
い
え

な
い
ほ
ど
の
平
坦
部
に
記
念
植
樹
の
看
板
が
ひ
っ
そ
り
と
立
ち
、

見
晴
ら
し
も
悪
い
。
初
め
て
の
人
な
ら
、
錦
蓋
山
山
頂
と
記
し
た

小
さ
な
板
ぎ
れ
に
気
付
か
ぬ
ま
ま
通
り
過
ぎ
て
し
ま
い
そ
う
な
特

徴
の
な
い
山
だ
。
わ
た
し
の
よ
う
な
ヤ
ボ
が
書
か
ね
ば
「
六
甲
山

菊水山への道にて筆者

１
１２６
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§
：
ロ

プ
ウ

イ

皿
コ
ー
ス
」
で
は
だ
れ
も
相
手
に
し
て
く
れ
な
い
だ
ろ
う
。
全
縦

コ
ー
ス
に
あ
り
な
が
ら
無
視
さ
れ
て
は
オ
ナ
ベ
が
か
わ
い
そ
う
、

と
い
う
の
が
今
日
の
コ
ー
ス
を
選
ん
だ
理
由
で
あ
る
。

明
ら
か
に
宝
塚
を
め
ざ
し
て
い
る
と
わ
か
る
全
縦
者
た
ち
が
漫

歩
調
の
わ
れ
わ
れ
を
追
い
越
し
て
ゆ
く
・
わ
た
し
は
そ
れ
と
な
く
、

顔
色
、
足
ど
り
、
装
備
を
観
察
す
る
。
妙
な
ク
セ
が
つ
い
て
し
ま

っ
た
も
の
だ
。
神
戸
市
と
六
甲
全
縦
市
民
の
会
共
催
の
全
縦
も
昨

今
は
過
熱
気
味
で
、
重
大
な
人
身
事
故
が
起
こ
る
の
で
は
な
い
か

と
懸
念
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
主
催
側
一
同
、
事
故
対
策
の
た
め

や

P Ｕ

餌

長さ6 0 米の天王吊橋。菊水山から鍋蓋山へ行く途中にある。

調
査
や
討
議
を
重
ね
て
き
た
。
過
去
八
回
、
延
数
一
万
五
千
人
が

参
加
し
た
六
甲
全
縦
市
民
大
会
で
は
、
幸
い
死
亡
者
を
出
さ
ず
に

す
ん
だ
が
、
こ
わ
い
の
は
虚
血
性
心
疾
患
、
い
わ
ゆ
る
心
臓
マ
ヒ

で
あ
る
。
わ
た
し
た
ち
の
知
り
得
た
六
甲
周
辺
に
お
け
る
ハ
イ
キ

ン
グ
の
さ
い
の
死
亡
事
故
（
転
落
死
な
ど
は
除
く
）
は
六
例
で
あ

っ
た
。
当
日
や
前
日
に
身
体
の
自
覚
症
状
が
あ
っ
た
の
に
出
か
け

て
生
命
を
失
っ
た
例
が
多
い
の
は
残
念
で
あ
る
。
わ
た
し
個
人
は

全
縦
を
「
遊
び
」
と
割
り
切
っ
て
い
る
。
完
走
で
き
て
も
自
慢
す

る
ほ
ど
の
こ
と
で
は
な
い
し
、
途
中
で
イ
ヤ
に
な
っ
た
ら
さ
っ
さ

と
打
ち
切
る
の
が
よ
い
。
遊
び
に
ム
キ
に
な
る
こ
と
は
な
い
。
余

裕
タ
ッ
プ
リ
で
ゴ
ー
ル
へ
着
け
る
よ
う
、
ふ
だ
ん
か
ら
分
割
縦
走

で
歩
き
な
れ
て
お
く
の
が
全
縦
完
走
の
基
本
で
あ
ろ
う
。
東
六
甲

の
夜
道
で
動
け
な
く
な
っ
た
場
合
、
そ
の
場
で
一
夜
を
明
か
せ
る

だ
け
の
装
備
は
各
自
が
準
備
し
て
お
く
べ
き
で
あ
り
、
こ
の
点
で

市刈哩、-報萩

腰
乃
踊
叫
上

一
軸
》

▲世籾山
再斌侭１

△蝿Ｗ天市狗ガ
･ 大竜寺峡願

天狗前

池

し
て
お
く
べ
き
で
あ
り
、
こ
の
点
で

全
縦
は
室
内
で
の
遊
び
と
本
質
的
に

違
う
と
い
う
こ
と
も
心
得
て
お
き
た

い
。
今
年
の
六
甲
全
縦
市
民
大
会
も

大
き
な
事
故
な
し
に
終
わ
る
よ
う
祈

る
。
平
素
か
ら
信
心
薄
き
者
に
祈
ら

れ
て
は
神
様
も
迷
惑
か
ナ
？

今
日
の
一
行
が
歩
い
た
大
竜
寺
以

東
は
だ
れ
か
が
本
欄
に
紹
介
す
る
こ

と
だ
ろ
う
か
ら
、
こ
こ
で
は
省
略
し

よ
う
。
六
甲
カ
ン
ト
リ
ー
駅
付
近
の

茶
店
へ
着
き
、
こ
の
ペ
ー
ス
で
は
宝

塚
到
着
は
九
時
半
頃
と
宣
告
し
た

ら
、
同
行
の
皆
さ
ん
は
モ
ウ
た
く
さ

ん
と
の
た
も
う
た
。
用
意
し
て
い
た

ラ
イ
ト
の
電
池
も
体
力
も
節
約
ｌ

省
エ
ネ
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
、
の
ど

か
な
「
体
育
の
日
」
で
あ
っ
た
。

Ly0津耶
旺館ケーブル

睡回辺
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